
今年の 4 月から北部出張所に配属となりました小倉です。生まれも育ちも宮崎空港近くの本郷なので

すが、佐土原には縁があり 7 年前にも 2 年間勤務していて、今回で 2 度目の配属となりました。佐土

原へは鯨ようかんを買いに行き、久峰公園で遊び、宝塔山の御衣黄桜を眺めて楽しんでいました。今回、

私を含め 19 名中 7 名が新たに配属され新体制でスタートしました。「笑顔で挨拶、元気で優しい消防

士」をモットーに日々業務に取り組んでいますので、職員一同よろしくお願いいたします。 

最近では、コロナウイルスの感染状況は減少傾向にあり、窮屈な生活からようやく解放されようとし

ていますが、地球温暖化の影響もあり、各地で大雨洪水等による風水害や土砂災害等が発生して、多く

の方々が被災する現状となっています。被災された方々の多くは、行政側の避難情報では取るべき行動

が解りにくいといった意見が多く、内閣府はこれまでの被災経験を踏まえ、今年の 5 月 20 日から避難

情報に関するガイドラインを変更しました。これまでの警戒レベル 1～5 の避難情報にありました『避

難準備』『避難勧告』は廃止となり、新たな情報として警戒レベル 3 の時は『高齢者等避難』で必ず高

齢者が避難となり、警戒レベル 4 の時は『避難指示』で必ず全員が避難するという明確な内容になりま

した。これからは、危険が予測された際に早期避難を呼びかけ、住民が避難行動の判断をしやすいよう

に情報を発信していくこととなりましたので、みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。 

11 月は例年通り秋季全国火災予防運動が 9 日(火)から 15 日(月)までの 7 日間実施されました。今

年の防火標語は『おうち時間 家族で点検 火の始末』です。これからは火災が発生しやすい時期とな

りますが、コロナ禍の中、自宅で過ごす時間が増え、住宅火災による高齢者を中心とした死者を防ぐこ

とを目的としています。年末、年始にかけて火を使う機会が増えてきますので、みなさまには今年の防

火標語を合言葉として「火の用心」を徹底していただくようお願いいたします。 

終わりに、災害発生時は地元の消防団や総合支所、警察と協力して迅速に対応していきますが、大規

模な災害時は「公助」となる我々行政機関には限界があり、対応が遅れる可能性があります。「自助」

となる自分の身は自分で守れる取り組みと「共助」「近助」といった地域と隣同士で助け合う自主防災

組織力を強化していただく事が最も重要です。我々も地域のみなさまと共に協力し合って、災害に強い

地域づくりのサポートをしていきますので、今後とも消防行政へのご理解とご協力をよろしくお願いい

たします。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                                                                                 

「佐土原の災害から地域と連携して安心安全を守ります」 

 宮崎市北消防署北部出張所  所長 小倉 俊二 

火災で逃げ遅れた人を救出す

る想定訓練を定期的に行って

います。 

 

いつも笑顔で優しい消防士達が勤務しています。「おたすけハ

ウス」、「熱中症予防対策における休息所」としても開放してい

ます。消防車両の見学等お気軽に来所してください。 

出前防災講座（地震・火災・救急）、避難訓練等のご相談につ

いては北部出張所（TEL73－2117）までお願いします。 

〇北部出張所について 
北消防署（１署、１分署、３出張所）のうち北部出張所は、佐土原町を中心に住吉地区

（島之内、塩路、新名爪、広原）も管轄しています。 

・所員 19名 日勤 1 名、隔日勤務 9 名×2班（24 時間交替制 8：30～翌朝 8：30） 

・消防車、救急車、連絡車 3 台を主に運用しています。災害種別によりポンプ車も乗り 

換えて運用しています。 
〇消防の仕事について 
通常は年間及び月間業務を計画し、警防、予防、救急業務などを行いますが、災害発生

時には業務を取りやめて災害活動を優先に出動しています。 

・災害出動〈火災、警戒、救助、救急〉 

・警防業務〈各種訓練、研修、水利検査、出前防災講座、消防団訓練指導〉 

・予防業務〈防火対象物や危険物施設の立入検査、避難訓練指導、屋内消火栓操法指導〉 

・その他〈各種届出の受付事務、災害活動報告書作成事務など〉 

〇消防団について 
消防団は、郷土愛護の精神を基調としており、地域に密着した防災活動機関です。宮崎

市消防団佐土原分団は佐土原町を管轄とし、団員は日常各自の職業に従事しながら災害

対応を行い、地域に密着した地域の防災リーダーとして活動しています。 

・佐土原分団は、長友分団長以下 16部 274 名（定数）で構成されています。 

【消防に関する紹介】 

【北消防署北部出張所】 

消防車 2 台（タンク車、ポンプ車） 

救急車 1 台、連絡車１台を配備しています。 

 

【朝の交替点検の様子】 

毎朝、8時 25 分に勤務交替で、車両の点検、

出動等の申し送りを行います。 

【火災想定訓練の様子】 【１隊勤務職員】 【２隊勤務職員】 


